
平成　２４　年　６月

笠　　岡　　市

平成２４年度予算【６月補正予算・肉付】
　　事業概要（予算費目別）



1 予算額欄　上段＝６月補正予算額　下段＝（当初予算額）

款 目
新
規

事業名
予算額
（千円）

事業内容 目的，事業実施により期待される効果

総務費 文書広報費 新
きらりかさおか
シティセールス促進事業

100
　庁内で笠岡市シティセールス検討チー
ムを立ち上げ，笠岡市らしい情報発信の
手段や方法を検討し報告書にまとめる。

　笠岡らしさを生かした笠岡ならではの魅力や
活力を創出する視点でシティセールスの手法を
検討し，笠岡の対外的な認知度やイメージの向
上を図る。

財産管理費 新 庁舎耐震化事業 9,070
　災害対策本部が設置される本庁舎本館
と福祉事務所・中央公民館等が入る分庁
第一の耐震診断を実施する。

　本庁舎本館，分庁第一の耐震強度が判明し，
今後の耐震対策工事等の計画策定が可能とな
る。

本庁舎空調設備更新事業 12,560
　老朽化し，故障が頻発する本庁舎の空
調機を年次的に更新する。本年度は本館
1階の空調設備を更新する。

　設備の更新で維持修繕費を低減し，来庁者に
快適な環境を提供するとともに職員の健康管
理，省エネ等にも寄与することができる。

企画費 住宅新築助成金交付事業
30,000
(20,000)

　市内へ住宅を新築する人を対象に，一
定の条件を満たした人に対して，最大
100万円の住宅新築助成金を交付する。
住宅建築に係る工事契約日条件を3年間
延長し，平成27年3月31日までとする。

　笠岡市内への住宅新築の誘導施策となり，子
育て世代の定住促進と人口増が期待できる。ま
た，近隣自治体への転出防止が図られる。

定住促進に係る固定資産税
相当額一部助成金交付事業

3,728
(8,025)

　平成21年4月1日～平成27年3月31日(3
年間延長)に新たに固定資産税が賦課さ
れる新築・中古住宅，分譲マンション等
を取得した所有者・購入者に対して，固
定資産税額の1/2に相当する額を3年間助
成する。

　住宅新築助成金が対象外の人に対して，住宅
を取得する際に優遇措置を行うことによって，
他都市との差別化が図られ，定住促進と人口増
が期待できる。

定住促進情報集約提供事業
1,592
(1,897)

　専用ホームページにおいて，不動産情
報や空き家情報，地元企業等就職情報を
一元化して提供し，住む場所と働く場所
の情報発信を行う。

　移住・定住を希望する利用者の利便性が向上
し，定着人口の増につながる。
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2 予算額欄　上段＝６月補正予算額　下段＝（当初予算額）

款 目
新
規

事業名
予算額
（千円）

事業内容 目的，事業実施により期待される効果

総務費 企画費 新 三世代同居等支援事業 1,000
　親と子と孫が三世代で同居又は近隣に
居住するための住宅の取得や転居等の費
用に対して助成を行う。

　三世代家族の形成と子育て支援が促進され，
家族の絆の再生と定住促進が期待できる。孫を
見てもらえる環境が整えば，２人目，３人目の
出産の可能性も増え，少子化対策にもつなが
る。

離島航路維持事業
(航路改善事業分)

4,260
　航路統合に当たって廃業する旅客船会
社の清算支援のため，補助金を支出す
る。

　旅客船３社を１社化し，飛島～笠岡航路及び
六島～真鍋～笠岡航路を笠岡～飛島～六島航路
に統合したことで，運航経費の効率化が図られ
る。

生活バス路線維持補助金 28,000
　市内の路線バスを運行する交通事業者
に対し，補助金を支出し，生活バス路線
の維持を図る。

　自家用車のない人や車を運転できない人の移
動手段を確保することで，地域住民の生活の維
持，安定を図る。

過疎地有償運送維持補助金 1,000
　島しょ部の過疎地有償運送を運行する
運送事業者に対し，補助金を支出し,島
内交通の維持を図る。

　島内交通を確保することで，島しょ部住民の
生活の維持，安定を図る。

新
港の乗り場環境改善事業補
助金

20,000
　老朽化した桟橋の取替設置工事を行う
離島航路運航事業者に対し，補助金を支
出し，離島航路の機能維持を図る。

　安全安心な離島航路の確保維持に寄与する。

交通安全
対策費

交通安全施設整備事業
3,700
(3,800)

カーブミラー・ガードレール・区画線等
の交通安全施設整備

　交通安全施設を整備し，安全な市民生活の向
上を図る。

国際交流費 青少年海外交流事業 1,160

  韓国固城郡と笠岡市内の中学生同士の
異文化交流を通じ，相互理解と友好を深
めるため，笠岡市青少年海外交流事業を
実施する。

　多感な青少年期における異文化交流の機会を
提供することで，自国を知り，他国との相互理
解と友好を深めるきっかけとなり，国際化が進
む社会で将来活躍できる，国際的視野をもった
国際感覚豊かな人材の育成・輩出につながる。
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3 予算額欄　上段＝６月補正予算額　下段＝（当初予算額）

款 目
新
規

事業名
予算額
（千円）

事業内容 目的，事業実施により期待される効果

総務費 諸費 魅力あるまちづくり事業
12,000
(52,750)

  地域の住民が主体となるまちづくり協
議会において，地域にある課題の解決や
地域づくりを行うため，裁量度の高い
「魅力あるまちづくり交付金（活動交付
金）」を交付し，地域活動の充実を図
る。

  地域内の各種団体とも連携をとりながら，安
全で安心な住みよい環境づくりや，地域力の向
上を推進し，持続可能な地域社会の構築を図
る。

市制60周年
記念事業費

新
ＮＨＫ公開番組
（のど自慢）実施事業

1,490

「ＮＨＫのど自慢」
主催：笠岡市，ＮＨＫ岡山放送局
日時：平成24年9月23日（日）
　　　(予定)開場 午前11時
　　　　　　開演 午前11時45分
会場：笠岡市民会館

　市制施行60周年記念事業の一つとしてＮＨＫ
の公開番組を実施し，地域文化の振興に寄与す
るとともに，記念の年を市民と共に祝う。
　また，公開番組を通じて笠岡市の魅力・歴
史・文化 を全国に情報発信する。

地域のお宝発見事業
2,673
(1,200)

  名所・旧跡だけでなく，子どもの自由
な発想の観点から，自分の住んでいる身
近な地域のよさ，自慢したくなるような
「地域のお宝」を，まちづくり協議会と
も協力しながら発見し，紹介していく。

　世代間を越えた交流により，様々なことを次
世代に伝える。
　また，地域の優れているところの再発見や誇
りを確立し，地域とのつながりを育てていくこ
とで，将来の人材育成を図り，持続可能な地域
社会の構築を目指す。

スポーツ大会実施事業
3,250
(6,590)

　Ｖプレミアリーグ女子バレーボール大
会開催のため，笠岡総合体育館に仮設観
客席を設置する。

　市制施行60周年の節目に，既存事業のレベル
アップを図ることにより，笠岡市の知名度向
上，市民のスポーツ実施へのきっかけづくりを
図る。

民生費 老人福祉費 新
地域の居場所づくり事業
【緊急雇用】

2,420

　高齢者が気軽に集える居場所を提供
し，ＡＤＬ（日常生活動作能力）体操，
レクレーション活動，昼食の提供等を行
う。

　地域の中に高齢者が気軽に集える居場所を提
供することにより，支え合いながら，安心して
生活できる地域コミュニティの再生を目指す。

ささえあい活動助成事業補
助金

2,650
(5,145)

　岡山県の補助金等により整備された，
市民が主体的に行う地域福祉活動に対
し，助成を行う。
○ふれあい・たすけ愛サービス事業
○外出困難者（視覚障害，高齢者等）の
見守り事業

　地域の福祉推進活動及び地域の福祉ネット
ワークづくり活動といった，行政ではなく住民
やボランティアなどによる地域独自の援助活動
に対して助成を行うことにより，新たな支え合
いを構築し，みんなで支える福祉のまちづくり
を目指す。
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4 予算額欄　上段＝６月補正予算額　下段＝（当初予算額）

款 目
新
規

事業名
予算額
（千円）

事業内容 目的，事業実施により期待される効果

民生費
児童委託費
保育所費

新 保育所保育料減免拡充事業 39,185
(歳入の減)

　既に保育所同時入所多子減免制度を受
けている児童を除いて，新たに住民票
上，第２子について25％，第３子以降は
50％の保育料減免を行う。

　保育料減免の拡充を行い，子育て世帯の経済
的負担の軽減を図ることで，少子化対策及び定
住促進につながる。

保育所費 新 保育所トイレ整備事業 7,200
　老朽化した和式トイレを洋式トイレに
改修する。
　２保育所，９ヶ所

　家庭で主流となっている洋式トイレに改修す
ることで，入所児童に快適な保育環境が確保で
きる。

衛生費
保健衛生
総務費

新 自殺対策緊急強化事業 1,380

①人材養成事業として地域での見守り体
　制の強化を図る。
②普及啓発事業として「うつ」について
　の市民への普及啓発を行う。

①自殺を未然に防ぐためのネットワークづくり
　を行い，早期発見により自殺を未然に防ぐ。
②市民が「うつ」について，正しい知識を持つ
　ことで地域や家庭から孤立を防ぐことによ
　り，「うつ」の予防，状態の悪化を防ぐ。

環境衛生費
住宅用太陽光発電システム
設置費補助事業

11,900
(11,900)

　自ら居住する市内の住宅に太陽光発電
システムを設置する者に，３万円／kw
（市外業者と契約の場合）を28万円を限
度に，若しくは４万円／kw（市内業者と
契約の場合）を35万円を限度として補助
する。

　太陽エネルギーの利用を促進し，地球温暖化
防止に直結するＣＯ2を削減するとともに，市
民の意識啓発を図る。

新 電気自動車整備事業 2,720
　老朽化した公用車の代替として，環境
にやさしい電気自動車を１台購入する。

　低公害車，低燃費車を導入することにより，
温室効果ガスの削減及び大気汚染防止を図る。
　また，環境配慮への意識向上の有効な啓発手
段としての活用が可能となる。

労働費 労働諸費 新
新規学卒者雇用奨励金交付
事業

3,000
　市内に住所を有する新規学卒者を常時
雇用した事業者に対し，一人につき10万
円の雇用奨励金を交付する。

　新規学卒者（卒業３年以内の者）の雇用拡大
と定着を図ることにより定住人口の確保につな
がる。
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5 予算額欄　上段＝６月補正予算額　下段＝（当初予算額）

款 目
新
規

事業名
予算額
（千円）

事業内容 目的，事業実施により期待される効果

労働費 労働諸費 新 就職説明会開催事業補助金 700
　大学生を対象とした，井笠圏域の企業
との就職面接会開催事業に対し補助金を
交付する。

　地元就職希望の大学生が多数存在している中
で就職率が低下しており，一方で，優秀な人材
を確保したい中小企業が存在している状況にあ
る。
　大学生への地元中小企業の情報発信と就職面
接会開催を支援することにより，確実な地域の
労働力確保を図る。

農林水産業費 農地総務費 新
笠岡湾干拓地牛糞堆肥利活
用推進事業【緊急雇用】

2,670
　堆肥を取扱いが容易な袋詰にし，干拓
地外への堆肥利活用の普及啓発を図る。

　小規模農家や家庭菜園にも干拓地産堆肥を手
軽に利活用できるようになり，地域資源の地産
地消の普及啓発が進む。

農業用施設
維持費

農業用施設維持修繕事業
10,100
(7,400)

農業用排水路，ため池，農道等の施設維
持修繕

　農業用施設の維持修繕を行い，農業の生産性
向上と経営の安定化を図る。

農業用施設
改良費

非補助農道改良事業
12,000
(22,370)

農道改良工事　２路線

非補助農道鋪装事業
5,000
(3,220)

農道鋪装工事　３路線

非補助かんがい排水事業
4,000
(4,280)

取水施設の改良，樋門の設置

単市土地改良事業
10,000
(47,230)

ため池補強工事　２カ所
　ため池の漏水を食い止め，農業用水を安定的
に確保し，さらに災害防止を図る。

漁港建設費
横江・正頭漁港高潮対策事
業

20,000
(20,070)

　台風や高潮時の海水の越流，逆流を防
止するために，胸壁や陸閘を設置する。

　台風や異常高潮時の浸水被害の防止，防災対
策時の労力の軽減を図る。

　営農労力が節減され，農業生産性の向上が図
られる。
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6 予算額欄　上段＝６月補正予算額　下段＝（当初予算額）

款 目
新
規

事業名
予算額
（千円）

事業内容 目的，事業実施により期待される効果

商工費
商工業
振興費

新 産業振興ビジョン策定事業 2,853

　本市の産業の現状を分析・整理し，産
業振興に取り組む方針及び施策を示した
産業振興ビジョンを策定する。
（H25債務負担行為　2,100）

　市内の産業を総合的に捉えることにより，時
代に対応した特色のある産業振興施策の推進を
図ることができる。

新
商店街空き店舗への移住促
進事業

77
　先進地から講師を招き，空き店舗を貸
す手法や商店街の受け入れ体制の研修を
行う。

　空き店舗対策についての先進地事例の研修を
もとに，商店街の活性化につなげる。

起業支援事業
2,000
(2,000)

　市内で新規に起業する者を対象に補助
金を交付する。

　市内での起業を促進させ，働く場を創出・確
保することで，定住化を促進する。

企業誘致
促進費

新設土地造成促進奨励金 8,340

　民間企業が造成する3,000㎡以上の工
業用地並びに住宅用地に，公共用道路，
配水施設，下水道施設及び公園・緑地・
広場の整備補助として，上限4,000万円
の奨励金を交付する。

　工業用地，住宅用地の造成を促し，産業の活
性化及び定住化を促進する。

観光費 新 修学旅行誘致事業補助金 710

①学校関係者及び旅行業者を10人程度白
　石島へ誘致し，白石島を知っていただ
　き修学旅行の誘致を図る。
②体験学習の経費の一部を補助する。
　（上限１校３万円）

　年々減少している白石島の修学旅行を増やす
ことで地域の振興及び雇用の確保を図る。

道の駅
「笠岡ベイファーム」活性
事業

4,900
(17,279)

①季節の花にちなんだイベントを実施す
　る。
 　 菜の花……3月20日
 　 ポピー……5月20日
　  ひまわり…8月 5日
 　 コスモス…10月14日
②障がい者用展望台を新たに設置する。
③臨時駐車場の排水路を改修する。

　次の効果により道の駅の活性化を図る。
①花，地域の特産品の販売，ファミリー層を取
  り込んだイベントを開催することで誘客及び
　地域の振興を図る。
②障がい者の方にも花を身近に見学していただ
　ける。
③イベント時の臨時駐車場として利用できるこ
　とで渋滞緩和を図る。
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7 予算額欄　上段＝６月補正予算額　下段＝（当初予算額）

款 目
新
規

事業名
予算額
（千円）

事業内容 目的，事業実施により期待される効果

土木費
道路橋梁
総務費

新 金崎大橋防護柵設置事業 8,300
歩道への横断防止柵（Ｈ＝0.8ｍ）の設
置
設置延長　Ｌ＝150ｍ

　金崎大橋上で，大型車両の走行時に橋桁の縦
揺れが激しいので，歩道端へ防護柵を設置する
ことにより歩行者の安全を図る。

新
笠岡駅東地下道防犯カメラ
設置事業

1,400 防犯カメラ設置　４台
　地下道に防犯カメラを設置することにより，
犯罪を未然に防止し，歩行者の安全を図る。

道路維持費 道路維持事業
41,100
(47,970)

市内全域の市道維持修繕工事等
300箇所程度

　市道の維持管理を実施し，通行者の安全を図
る。

道路新設
改良費

単市オーバレイ事業
8,200
(8,300)

市道オーバレイ工事　30箇所程度
　道路の機能保全を図り，安心・安全な通行を
確保する。

単市改良事業
25,800
(25,800)

道路改良工事　９路線

　計画的に道路改良を行い，快適な市民生活の
実現及び交通安全の確保に努める。主に地区内
の生活道路として，生活の利便性，交通の安全
性が向上する。

単市交通安全事業
7,700
(7,800)

交差点の改良・落石防止ネット設置等
４路線

　道路の機能保全を図り，交通安全の確保に努
める。主に地区内の生活道路として，安心・安
全な通行を確保する。

単市舗装事業
3,000
(3,000)

道路舗装工事　４路線
　計画的に道路舗装を行うことにより，生活の
利便性，交通の安全性が向上する。

地方道路整備事業
73,000
(73,150)

道路改良工事　９路線
　公共土木施設の改良を推進することにより，
生活基盤が強化され，さらに生活の利便性，交
通の安全性が向上する。
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8 予算額欄　上段＝６月補正予算額　下段＝（当初予算額）

款 目
新
規

事業名
予算額
（千円）

事業内容 目的，事業実施により期待される効果

土木費
道路新設
改良費

地方道路舗装事業
5,900
(5,930)

道路舗装工事　５路線
　公共土木施設の改良を推進することにより，
生活基盤が強化され，さらに生活の利便性，交
通の安全性が向上する。

橋梁維持費 橋梁維持事業
800
(1,000)

橋梁維持修繕工事
　橋梁の維持管理を実施し，通行者の安全を図
る。

橋梁新設
改良費

地方橋梁整備事業
35,000
(35,280)

橋梁改築　２箇所
　公共土木施設の改良を推進することにより，
生活基盤が強化され，さらに生活の利便性，交
通の安全性が向上する。

河川総務費 自然災害防止事業
5,500
(18,800)

河川等　４箇所
　河川災害防止の施設整備を計画的に行い，河
川としての機能を回復させ，より安心・安全な
生活基盤の強化を図る。

単市河川改修事業
24,000
(24,900)

河川改修　12河川
　計画的な改修を行い，河川としての機能を回
復させ，安心・安全な生活基盤の強化を図る。

単市河川浚渫事業
3,500
(3,500)

河川浚渫

　河川に堆積した土砂及び雑草を除去すること
で，河川を元の機能に回復させる。これによ
り，洪水時の氾濫防止や低水位時の周辺への悪
臭が解消され，安心・安全な生活基盤の強化を
図る。

単市河川修繕事業
10,000
(9,800)

　市内全域の河川・排水路の修繕工事等
80箇所程度

　河川の維持管理を実施し，安心・安全な生活
基盤の強化を図る。

港湾建設費 豊浦港高潮対策事業
13,000
(12,680)

　台風や高潮時の海水の越流，逆流を防
止するために，胸壁や陸閘を設置する。

　台風や異常高潮時の浸水被害の防止，防災対
策時の労力の軽減を図る。
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9 予算額欄　上段＝６月補正予算額　下段＝（当初予算額）

款 目
新
規

事業名
予算額
（千円）

事業内容 目的，事業実施により期待される効果

土木費
都市計画
総務費

新
住宅リフォーム助成金交付
事業

30,000

　地域経済の活性化や市民の居住環境の
向上を図るため，市民が市内の施工業者
を利用して個人住宅等のリフォームを行
う場合に，経費の一部を助成する。

　地域経済の活性化及び市民の住環境の向上を
図る。

下水道費
合併処理浄化槽設置整備事
業補助金

25,890
(25,400)

合併処理浄化槽設置費の補助
　国・県補助分
     62基24,648(61基24,648)
　市単独補助分
     3基1,242(2基752)

　補助対象となる合併浄化槽の設置に対し，補
助金を交付することにより，浄化槽の設置を促
進し，生活排水による公共用水域の水質汚濁を
防止する。

住宅管理費 新
住宅マスタープラン策定事
業

7,300

　市内の住宅供給・市場の現状と動向を
調査し，今後の住宅施策の課題を明確に
し，目標・基本的方針等を定める住宅マ
スタープランを策定する。

　住宅や住環境の現状を分析することにより，
生活基盤となる住宅の供給・住環境の整備を円
滑に実施することができる。
　また，今後の市営住宅施策にも反映させるこ
とができる。

教育費 事務局費 新
神島外浦スクールボート浮
桟橋固定チェーン取替工事

3,204

　高島地区の児童・生徒がスクールボー
トで通学時に使用する，神島外浦スクー
ルボート浮桟橋の固定チェーンを取替
る。

　児童・生徒が安心してスクールボートへの乗
降ができる。

教育振興費 新
実践的防災教育総合支援事
業

999

　大地震発生時に津波による被害が想定
される金浦中学校区（金浦幼稚園，金浦
小学校，金浦中学校）を対象に，緊急地
震速報の設置，避難訓練方法の開発，地
域との合同避難訓練等を行う。

　金浦中学校区の幼児児童生徒等の安全確保推
進を目指し，「主体的に行動する態度」を育成
するための教育手法や緊急地震速報等を活用し
た避難行動に係る指導方法の開発・普及を行う
ことができる。

学校管理費
ほか

学校施設営繕事業
22,000
(41,429)

　幼稚園，小学校，中学校の施設につい
て，修繕・改修を実施する。

　修繕・改修により，快適な学校生活の向上が
図られる。
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10 予算額欄　上段＝６月補正予算額　下段＝（当初予算額）

款 目
新
規

事業名
予算額
（千円）

事業内容 目的，事業実施により期待される効果

教育費 学校建設費
学校施設耐震化事業
(耐震２次診断業務）

38,880
(90,510)

　小学校10棟，中学校３棟の耐震２次診
断業務を実施する。

　学校施設の耐震化を促進するうえで必要とな
る，建物の耐震性能（Ｉｓ値：構造耐震指標）
を診断により算出する。この結果をもとに，平
成30年度の完了を目標としている学校施設の耐
震化計画の再見直しを図ることができる。

社会教育
総務費

新
大飛島遺跡写真集再刊行事
業

1,260
  平成21年度に刊行した大飛島遺跡の写
真集「大飛島の遺跡と砂洲」を再版刊行
する。

　大飛島遺跡は全国級の遺跡であるにも関わら
ず，その全貌を知るための資料はほとんどな
く，発掘調査の成果を充分に国民に還元・周知
できていない。今年度，大飛島遺跡発見50周年
の記念の年でもあり，貴重な遺跡を多くの方に
周知できる。

公民館費 地区公民館施設整備事業
5,100
(8,015)

　神島公民館ほかの空調設備の老朽化に
ともなう改修工事を行う。

　快適で利用しやすい環境に改善することで，
来館者の増加，学習活動等の質の向上を図る。

体育施設費 新
市民体育センター耐震診断
事業

3,580
　市民体育センターの耐震診断を実施す
る。

 市民体育センターの耐震化にあたり，建物の
耐震性能を診断する。この診断結果をもとに今
後の耐震対策工事等の計画策定が可能となる。

特別会計
下水道
特別会計

新
下水道管渠管理システム開
発事業

18,000

　下水道台帳の電子データ化，管渠管理
及び排水設備設置状況管理システムを導
入する。
  (H25債務負担行為　12,000)

　下水道台帳及び排水設備情報等のデジタル化
により，管渠施設及び排水設備管理の一元管理
が図られ，作業の迅速性が向上する。

公共下水道整備事業
122,000
(875,370)

汚水枝線管渠の整備
　生活環境の改善，公衆衛生の向上及び浸水防
除並びに公共用水域の水質保全を図る。

特定環境保全公共下水道整
備事業

42,700
(155,290)

汚水幹線・枝線管渠の整備
事業認可申請書作成業務委託

　生活環境の改善及び公衆衛生の向上並びに公
共用水域の水質保全を図る。
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11 予算額欄　上段＝６月補正予算額　下段＝（当初予算額）

款 目
新
規

事業名
予算額
（千円）

事業内容 目的，事業実施により期待される効果

特別会計
介護保険
特別会計

認知症施策総合推進事業 6,797

医療・介護連携情報交換会の開催
認知症に関する専門職研修会の開催
徘徊ＳＯＳネットワークの構築
認知症講演会の開催

  医療と介護の連携を強化するとともに，徘徊
する高齢者の見守りを地域・関係機関が行う
ネットワークを構築することで，高齢者が認知
症になっても住み慣れた地域で生活を継続する
ことができる。

市民後見推進事業 2,723
　市民後見人制度を推進するため，研修
事業，組織体制の構築，市民後見人の支
援を行う。

　老人福祉法の改正により努力義務となった市
民後見人推進事業を実施し，高齢者等の権利擁
護を図る。
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